
 

平成 28 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス   

教科目名 数値計算法  担当教員 鈴木正人，菊雅美 

学年学科 4 年 環境都市工学科  通年 必修 2 単位（学修）  

学習・教育目標 （Ｄ－１ 数学系）５０％，（Ｅ）５０％  JABEE 基準１（１）：（ｃ）（ｃ）（ｄ） 

授業の目標と期待される効果： 

 科学技術における共通の情報技術リテラ
シープログラミング能力を身につける．ま
た，工学の分野で多用される数値計算法につ
いて学ぶ．身につけたプログラミング能力を
活かし，数値計算法をプログラムとして実現
することで，より数値計算法に対する理解を
深める． 

 これら一連の学習を通し，プログラミング
能力と数値計算法が，専門科目の主要分野で
応用できる能力を涵養する． 

 以下に具体的な学習・教育目標を示す． 

①VBAエディタを使用し，マクロを組める 

②VBAで基本的なプログラムを組み，実行でき
る 

③VBAで分岐，ループ，関数を含んだプログラ
ムを作成できる 

④VBAで基礎的な数値計算を行える 

⑤非線形方程式の解を数値計算処理により
求めることができる 

⑥連立一次方程式の解を数値計算処理によ
り求めることができる 

⑦数値計算処理により関数近似を行える 

⑧数値計算処理により定積分の解を求める
ことができる 

⑨常微分方程式の近似解を数値計算処理に
より求めることができる 

⑩実践的な数値計算処理を行える 

成績評価の方法： 

前期：総得点 240 点＝中間試験 100 点+期末試験 100 点＋課題 40 点 

後期：中間試験 100 点+期末試験 100 点＋学習状況（課題提出）50 点：
原則 

とし，前後期の重みを等しくして成績評価を行う．なお，成績評価に
教室外学修の内容は含まれる． 

達成度評価の基準： 

 大学編入学試験および国家公務員採用一般職試験（大卒程度・土
木）の工学の基礎分野と同レベルの問題を出題し，6 割以上まで達し
ていること． 

 ①から⑩は試験評価への重みは均等である．総合して 6 割以上正
答のレベルまで達していること． 

①VBAエディタを使用しマクロを正しく（8 割以上）組むことができる 

②VBAで基本的なプログラムを正しく（8 割以上）組み，実行できる 

③VBAで分岐とループ，および関数を含んだプログラムを（6 割以上）
作成できる 

④VBAで基礎的な数値計算を（6 割以上）行える 

⑤非線形方程式の解を反復法，ニュートン法を用いてほぼ正確（7 割
以上）に求められる． 

⑥連立方程式の解を反復法，ガウスの消去法を用いてほぼ正確に（6

割以上）求められる 

⑦ラグランジュ補間，最小二乗法を用いてほぼ正確に（6 割以上）補
間ができる 

⑧区分求積法，台形法，シンプソン法を用いてほぼ正確に（6 割以
上）定積分が行える 

⑨オイラー法，ルンゲクッタ法を用いてほぼ正確に（6 割以上）常微
分方程式の近似解を求めることができる． 

⑩数値計算によって開水路不等流の水面形を求められる（6 割以上） 

授業の進め方とアドバイス： 

 前期は，ExcelVBA 言語によるプログラミングの講義および演習を主体に行う．マクロの作成から始めて VBA 言
語に慣れ親しんだ後は，VBA 言語を用いた数値計算の初歩について学ぶ． 

 後期は，環境都市工学の分野で必要となる各種の数値計算処理について講義および演習を主体に行う．前期に学ん
だ知識を活かし，Excel および VBA 言語を用いて，実践的な数値計算法について学ぶ． 

教科書および参考書：工学のための VBA プログラミング基礎（村木正芳，東京電機大学出版局，2009.10） 

授業の概要と予定：前期 教室外学修 AL のレベル 

第 １回：VBAプログラムの実行と終了 

教科書２章演習問題 

 

第 ２回：VBA プログラムの編集(VBA エディタの使用方法)  

第 ３回：VBA 記述の基本  

第 ４回：セルの操作と変数  

第 ５回：簡単な計算とプログラムの流れ 教科書３章演習問題 C 

第 ６回：分岐を使ったプログラムその１ 
教科書４章演習問題 

 

第 ７回：分岐を使ったプログラムその２ C 

第 ８回：中間試験   
中間試験で間違えた箇所の
復習および，教科書５章演
習問題 

 

第 ９回：繰り返し処理を使ったプログラムその１  

第１０回：繰り返し処理を使ったプログラムその２ C 

第１１回：配列変数を用いたプログラム 教科書６章演習問題  

第１２回：ファンクションとプロシージャ 教科書７章演習問題  

第１３回：VBA を用いた基礎的な数値計算の方法その１ 
教科書８章演習問題 

 

第１４回：VBA を用いた基礎的な数値計算の方法その２ C 

     期末試験  C 

第１５回：期末試験の解答の解説および総括 －  



 

 

授業の概要と予定：後期 教室外学修 AL のレベル 

第１６回：繰り返し計算による波長の算出 1 波長を求める VBA プログ
ラムを作成する． 

C 

第１７回：繰り返し計算による波長の算出 2 C 

第１８回：連立 1 次方程式の解法 1（反復法） 
反復法や消去法により，連
立 1 次方程式の解を求め
る． 

C 

第１９回：連立 1 次方程式の解法 2（反復法・消去法） C 

第２０回：連立 1 次方程式の解法 3（消去法） C 

第２１回：関数近似 1（ラグランジュ補間） ラグランジュ補間や最小二
乗法により，離散値の補間
を行う． 

C 

第２２回：関数近似 2（最小二乗法） C 

第２３回：中間試験 
中間試験で間違えた箇所の
復習を行う． 

C 

第２４回：数値積分の解法 1（区分求積法） 区分求積法，台形法，シン
プソン法により数値積分を
行う． 

C 

第２５回：数値積分の解法 2（シンプソン法） C 

第２６回：常微分方程式の解法 1（オイラー法） オイラー法，ルンゲクッタ
法により，常微分方程式の
近似解を求める． 

C 

第２７回：常微分方程式の解法 2（ルンゲクッタ法） C 

第２８回：開水路不等流の水面形 1 開水路不等流の水面形をル
ンゲクッタ法により求め
る． 

A 

第２９回：開水路不等流の水面形 2 A 

      期末試験   

第３０回：期末試験の解答の解説および総括 
期末試験で間違えた箇所の
復習を行う． 

C 

 
 



 

評価（ルーブリック） 

達成度 

評価項目 

理想的な到達 

レベルの目安 

(優) 

標準的な到達 

レベルの目安 

(良) 

未到達 

レベルの目安 

(不可) 

① 

VBA エディタを使用しマクロ

を正確に（8 割以上）編集する

ことができる 

VBA エディタを使用しマクロを

ほぼ正確に（6 割以上）編集する

ことができる 

VBA エディタを使用しマクロを編

集することができない 

② 

VBA 言語を用いて基本的なプ

ログラムを正確に（8 割以上）

組むことができる 

VBA 言語を用いて基本的なプロ

グラムをほぼ正確に（6 割以上）

組むことができる 

VBA 言語を用いて基本的なプログ

ラムを組むことができない 

③ 

VBA 言語で分岐とループ，お

よび関数を含んだプログラム

を正確に（8 割以上）組むこと

ができる 

VBA 言語で分岐とループ，および

関数を含んだプログラムをほぼ

正確に（6 割以上）組むことがで

きる 

VBA 言語で分岐とループ，および

関数を含んだプログラムを組むこ

とができない 

④ 

VBA 言語で基礎的な数値計算

を正確に（8 割以上）行うこと

ができる 

VBA 言語で基礎的な数値計算を

ほぼ正確に（6 割以上）行うこと

ができる 

VBA 言語で基礎的な数値計算を行

うことができない 

⑤ 

非線形方程式の解を反復法，

ニュートン法を用いて正確に

（8 割以上）解くことができる 

非線形方程式の解を反復法，ニュ

ートン法を用いてほぼ正確に（6

割以上）解くことができる 

非線形方程式の解を反復法，ニュ

ートン法を用いて解くことができ

ない 

⑥ 

非線形方程式の解を反復法，

ニュートン法を用いて正確に

（8 割以上）解くことができる 

連立方程式の解を反復法，ガウス

の消去法を用いてほぼ正確に（6

割以上）解くことができる 

非線形方程式の解を反復法，ニュ

ートン法を用いて解くことができ

ない 

⑦ 

ラグランジュ補間，最小二乗

法を用いて正確に（8 割以上）

補間できる 

ラグランジュ補間，最小二乗法を

用いてほぼ正確に（6 割以上）補

間できる 

ラグランジュ補間，最小二乗法を

用いて補間できない 

⑧ 

区分求積法，台形法，シンプソ

ン法を用いて正確（8 割以上）

に積分することができる 

区分求積法，台形法，シンプソン

法を用いてほぼ正確（6 割以上）

に積分することができる 

区分求積法，台形法，シンプソン法

を用いて積分することができない 

⑨ 

オイラー法，ルンゲクッタ法

を用いて正確に（8 割以上）常

微分方程式の近似解を求める

ことができる 

オイラー法，ルンゲクッタ法を用

いてほぼ正確に（6 割以上）常微

分方程式の近似解を求めること

ができる 

オイラー法，ルンゲクッタ法を用

いて常微分方程式の近似解を求め

ることができない 

⑩ 

ルンゲクッタ法によって開水

路不等流の水面形を正確（8 割

以上）に求められる 

ルンゲクッタ法によって開水路

不等流の水面形をほぼ正確（6 割

以上）に求められる 

ルンゲクッタ法によって開水路不

等流の水面形を求めることができ

ない 

 


